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 （1-1）全 20巻の CD収録の全音声ファイル （wavファイル）を収録した。 
 （1-2）全 20巻の各巻別のディレクトリに全てのデータを収録した。 







 （DDJD_ALL統合版 V1） 




 （ddjd_kwic_kyotugo_allおよび ddjd_kwic_hogen_all） 
 対訳形式の KWICのテキストファイルも作成 
 
（２）『方言談話資料 』 各巻別のデータを収録 
    01山形・群馬・長野      06鳥取・愛媛・宮崎・沖縄 
02奈良・高知・長崎      07老年層と若年層との会話 
03青森・新潟・愛知      08老年層と若年層との会話 
04福井・京都・島根      09場面設定の対話 
05岩手・宮城・千葉・静岡   10場面設定の対話 
    データの形式：文字化テキスト，音声ファイル（一部に未整備あり） 
 
（３）『方言録音資料シリーズ 』 各巻別のデータを収録 
01鹿児島県鹿児島市      09石川県志雄町 
02宮崎県都城市         10愛知県小牧市 
03鹿児島県笠沙町        11京都府京都市 
04岐阜県垂井町         12沖縄・瀬底島 
05高知県高知市         13静岡市旧大川村-1 
06秋田県男鹿市         14静岡市旧大川村-2 
07鹿児島県上屋久町       15沖縄県八重山鳩間島 
08高知県大方町 
      データの形式：文字化テキスト，音声ファイル（一部に未整備あり） 
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 URL: http://www.ninjal.ac.jp/research/project/b/daikibo/ 
 
４．今後に向けて 
 本プロジェクト期間を通して，当初の目的に向かって資料の整備，共有やその分析を前
に進めることができた。開始当初に予想していた以上に，LAJDBのデータ整備などで，解
決しなければならない困難があり，一定の段階に持ってくるまでに多くの時間を費やした
が，ようやく見通しが開けてきたところのように思われる。 
 プロジェクト期間を経て，研究は見通しが開けてきたところにある。今後，さらに深化，
発展させるべき課題が多い。LAJDBの整備も続け，完成を目指していく。今後とも，研究
メンバーの研究の進展と，さらに，データを公開することによって，多くの研究者による
研究がなされ，蓄積されていくことを期待したい。プロジェクト開始当初にテーマを議論
した問題意識を振り返り，今後さらに深化を図っていきたいと思う。 
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